
☆美麦の羞露露 一星の色の違いについて̃
晴れた夜空にはたくさんの星が驚いていますが、よ-く見ると、赤い星や黄色っぽい星、青白い星な

ど、いろんな色の星たちを見つけることができます。星の茎なものには、金星や火星など、太陽の滞りを

回っている竜鎧」と、星座にも使われる「龍」がありますが、光り方や色の出る艶が藁なります。

まずは惑星について勝、します。惑星は、自らはほとんど光を発することはなく、太陽(太陽は恒星

の仲間です)からの光を芸鋪し、その一部が地球に窟くことで光って見えます。そのため、それぞれの惑

星の表面や周りを譲っているものの違いにより、太陽からの光のうち何色を多く反射するのかが変わり、

どんな色で見えるかが決まります。

【例】火星:地表面にさびた鉄のようなものが多くあるため、赤っぽく見えます。

金星:金星の上空は、太陽からの光を強く反射する諾叢の雲に被われているため、白っぽく(明

るく)見えます。

次に、恒星についてです。多くの恒星には、水素とヘリウムという元素が気体の挨う態、で岩窟していま

す。また、恒星には外側から中心部分に向けて、押しこむように「崖り茄という力がかかっています。

圧力が強くなると、水素どうしがくっついてヘリウムに変化しますが、その時に生まれる熱によって光が

発生します。熱の温度により、恒星が発する色に違いがあらわれるのです。

【例】温度が繕い時→穿諒:ベテルギウス(オリオン座約3,200℃)、アンタレス(さそり座約3,2。。℃)

中毒叢の時→難操:カペラ(ぎょしや座約5,500℃)、プ。キオン(こいぬ座約。,5。。℃)

高温の時→議 リゲル(オリオン座約11,000℃)、スピカ (おとめ座約22,000℃)

銀河宇宙探検隊2023 ②

こ夏の星空キャンプ=

「銀河宇宙探検隊」が、 7月8日(土)へ9日(日)に六

郷公民館で開催されました。始めに小学生は窒驚鏡の

使い方と龍観察の葺静播善を行いましたが、けっこ

う取り組んでいる隊員がいました。中学生は墓萎董筒

の下調べと天体写真の譲り方を学びました言講から

やっと観察できた芙蕩薫意は、 23個と過去最高でした。

この目の夕食は、隊員たちの岩盤でバーベキューに。

モリモリバクバク、みんなゆかいにお腹いっぱいにな

りました。 (社会教育課のみなさん、ありがとうございました)

夜は遠くの楕議を使ってのピント合せから活動を

開始。天気はうす塞りでしたがなんとか星が見えてい

たので、 l等量を望遠鏡に入れる繚皆や、こと座にあ

る竺董登などを観察しました。また、地面(地球)に

崖っ叢がって星座と神話を楽しむことができました。
しんわ

次回は8月26日の「月面たんけんと土星を見よう」です。

班で使う大きい望遠鏡の使い方にみんなしんけん

星仲間といっしょに食べる焼き肉は最高!


